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【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力に基づくルーブリック】 

 

育成すべき 
資質・能力 

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５ 

 

目指すべき 
生徒の将来像 

基礎・基

本の定着 

与えられた知識
や技能を覚えた
り習得したりで
きる。 

知識・技能を問題
や課題の解決に
用いることがで
きる。 

知識・技能を理
解、体得し、場所
によって主体的
に応用できる。 

習得した知識・技
能を主体的に他
の課題解決にも
応用できる。 

習得した知識・技
能を主体的に他の
課題解決にも応用
でき新たな課題に
も活用できる。 

挑
戦
す
る
心
と
実
行
す
る
態
度
を
も
つ
生
徒 

自律的な 

学び 

支援を受けなが
ら、学習や課題を
行える。 

指示された学習
や課題を計画に
従って、進めるこ
とができる。 

主体的に予習・復
習を行い、計画的
に課題に取り組
むことができる。 

主体的な学習を
計画的に行い、興
味・関心を広げ、
支援を受けなが
ら発展的な学習
に取り組むこと
ができる。 

主体的な学習を計
画的に行い、興味・
関心を広げ、発展的
な課題や困難な課
題について自ら考
え探究することが
できる。 

探究する 

態度 

支援を受けなが
ら、調査や観察・
実験等を行える。 

指示されたガイ
ドラインに従っ
て、考察を進める
ことができる。 

支援を受けなが
ら、課題を選択・発
見し、調査や観察・
実験を行い、考察
することができ
る。 

身の回りの社会現
象や自然現象か
ら、課題を発見し、
観察・実験を行い、
考察することがで
きる。 

地球規模の現象
について課題を
設定し、他者と協
力しながら、探究
し課題を解決で
きる。 

文武両道 

支援を受けなが
ら、学習と部活動・
委員会活動を行え
る。 

学習と部活動・委
員会活動のいずれ
かを自主的に行え
る。 

学習と部活動・委
員会活動を自主
的に行える。 

学習と部活動・委員
会活動を自主的に3
年間継続して行え
る。 

学習と部活動・委員
会活動を自主的に
３年間継続して行
える 

規範意識 

支援を受けなが
ら、校内のルール
やマナーを守る
ことができる。 

指示された校内
のルールやマナ
ーを守ることが
できる。 

概ね主体的に校
則を守ることが
できる。 

主体的に校則を
守り、他の生徒の
模範となること
ができる。 

主体的に校則を守
り、他の生徒の違反
についても注意す
ることができる。 

【生徒／学校の現状】 
◎現状を良しとする気質 
・例えば、大学･･･高きを目指さない。 
・例えば、友達･･･間違ったことをお互い
に注意しない。 

◎進学指導推進校 

【教育目標】 

教育目標 

叡知・情操・健康 

↓ 

勉強と学校行事･部活動の両立 

【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力】 
 目指すべき生徒の将来像を踏まえ、次の５つ資質・能力を育成する。 
  ①基礎・基本の定着  ②自律的な学び  ③探究する態度  ④文武両道  ⑤規範意識 

【予想される社会の変化】 
◎人工知能の発達 
◎知識基盤社会 
◎知識・技能の「活用」 
◎新しい価値の創造と「共創」 
◎異文化の中で多様性の許容 
◎高校受検人口の減少 

【学校像/学校経営計画】 

次期学習指導要領並びに高大接続改

革を踏まえ、新しい教育活動に積極的に

取組み、生徒に「挑む心」を醸成し「考

えて実行する」態度を育成するために次

の教育活動を行う。 

【目指すべき生徒の将来像（２０年後の生徒の姿など）】 

教育目標である「叡知・情操・健康」を実現するために、知力・徳力・体力のバランスの取れた教
育の充実が必須である。その手段としての、学習、学校行事、部活動のより高いレベルでの両立、高
い次元での文武両道を掲げる。生徒、学校の現状、及び予測される社会の変化を踏まえ、目指すべき
生徒の将来像を「挑戦する心と実行する態度をもつ生徒」とする。 


